
-
名古屋
の居住地とそ
の時代

清
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

青

木

忠
・
夫

は
じ
め
に

沢
満
之
」
(
一
九
六

一
年
、吉
川
弘
文
館
)
に
よ
っ
て
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

引
用
さ
れ
た
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
不
明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
。

一
般
的

に
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
少
年
時
代
の
生
活
体
験
は
、
全
生
涯
の
人
格
の
基
本
的
部
分

が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
点
か
ら
見
る
と
残
念
で
あ
る
。
傑
出
し

た
宗
教
家
で
あ
る
清
沢
満
之
の
伝
記
を
轡
く
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

る
I
。
し
か
し
、
小
稿
が
若
干
の
新
史
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
伝

記
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
、
満
之
の
少
年
時
代
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
が
満
之
の

人
格
形
成
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
を
考
察
す
る
糸
口
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

以
下
次
の
史
料
を
利
用
す
る
。
(ア
)
「旧
名
古
屋
士
族
別
簿
」
(完
結
明
治

一
〇

年
、
合
六
冊
)永
世
禄
の
家
督
を
相
続
し
た
下
級
士
族
名
簿
、
(イ
)
「旧
名
古
屋
県

終
身
腺
別
簿
」
(完
結
明
治

一
〇
年
、
合
四
冊
)終
身
禄
の
家
督
を
相
続
し
た
下
級
士

族
名
簿
、
(ウ
)
「明
治
十
七
年
地
籍
図

　

新
出
来
町

・
黒
門
町
」
。
以
上
(ア

ー
イ

。

一

一

一

小
稿
で
は
清
沢
満
之
の
少
年
時
代
(
一
応
、
誕
生
か
ら

一
六
歳
ま
で
と
す
る
)
に
お

け
る
居
住
地
の
移
動
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
明
治
初
年
の
激
動

期
に
お
け
る
尾
張
藩
下
級
士
族
の
経
済
的
激
変
が
も
た
ら
し
た
生
活
の
困
窮
に
つ
い

て
述
べ
て
、
満
之
が
育
っ
た
徳
永
家
の
生
活
状
況
に
も
言
及
す
る
。
満
之
は

「就
学

履
歴
概
略
」
T
)
に

「明
治
十

一
年
(十
五
歳
、
括
弧
内
筆
者
)
一
月
京
都
二
止
り
、
二

月
真
宗
ノ
得
度
ヲ
為
シ
、
三
月
育
英
校
二
入
学
ス
。
校
十
三
年
二
改
マ
リ
テ
上
等
教

校
ト
ナ
ル
。」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
誕
生
か
ら
明
治
十

一
年
ま
で
の
間
の
満
之
の

居
住
地
は
、
名
古
屋
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
彼
の
少
年
時
代
-
名
古
屋
時
代
-
に

つ
い
て
は
、
満
之
自
身
が
そ
れ
を
あ
ま
り
語
っ
て
い
な
い
。
満
之
の
代
表
的
な
評
伝

で
あ
る
西
村
見
暁

「清
沢
満
之
先
生
」
(
一
九
五
〇
年
、
法
蔵
館
)、
吉
田
久

一

　

『清

清
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察



清
沢
満
之
出
生
地

文
久
三
年
(
一
八
六
三
)尾
張
藩
士
徳
永
永
則
の
長
男
と
し
て
こ
の
地

に
生
ま
れ
た
。
新
出
来
の
覚
音
寺
で
得
度
。
二
十
六
歳
の
と
き
、
三

河
西
方
寺
へ
入
っ
て
清
沢
姓
を
継
ぎ
、
宗
教
哲
学
の
研
究
に
没
頭
し

た
。
晩
年
、
東
本
願
寺
宗
制
の
改
革
に
尽
力
し
、
明
治
三
十
三
年
(
一’

九
〇
〇
)東
京
巣
鴨
に
新
設
さ
れ
た
真
宗
大
学
学
監
と
な
っ
た
。
多

く
の
青
年
に
信
仰
を
説
く
と
と
も
に
、
本
郷
の
浩
々
堂
を
設
け
、
「精

神
界
」
を
発
刊
、
新
し
い
精
神
運
動
を
始
め
た
。
門
下
か
ら
佐
々
木

月
樵
、
多
田
鼎
ら
の
偉
材
を
輩
出
し
た
。

名
古
屋
市
教
育
委
員
会

一

一
二

(1
)
満
之
出
生
地
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
<
。

文
久
三
年
六
月
二
六
日
、
現

　

名
古
屋
市
東
区
黒
門
町
八
十

一
に
出
生
し
た
と
い

わ
れ
る
。
現
在
、
黒
門
町
七

一
の
杉
本
千
鶴
子
氏
宅
の
前
の
道
路
(旧
称
、
東
黒
門

小
路
)沿
い
に
立
礼
が
立
っ
て
い
る
。

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

ウ
)は
愛
知
県
庁
文
轡
(愛
知
県
公
文
1　
館
蔵
)。
(
エ
)
「尾
参
士
族
名
簿
」
(明
治
八

年

一
月
前
後
の
、
尾
張

二
二
河
の
士
族
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
封
禄
相
続
の
年
月
日
、

永
世
禄
の
石
高
を
記
載
(徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
)
。
(オ
)徳
永
家
の
菩
提
寺
崇
覚
寺

(中
区
橘
二
丁
目
)
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
(以
下

「崇
覚
寺
史
料
」
と
略
)。

出
生
地
と
居
住
地
の
移
転

こ
の
立
札
が
示
す
満
之
出
生
地
を
確
定
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
徳
永
家

が
居
住
し
た
組
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
を
探
っ
て
み
る
。
崇
覚
寺
史
料
に
よ
れ
ば
、
徳

永
家
は
文
化

一
三
年
(
一
八

一
六
)以
前
か
ら
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)以
降
ま
で
の
間

に
は

「建
中
寺
東

　

御
黒
門
組
屋
敷
」
と
称
す
る
組
屋
敷
に
居
住
し
た
と
判
断
で
き

る
。
同
史
料
に
は
次
ぎ
の
よ
う
な
例
が
居
住
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

徳
永
家
は
満
之
が
誕
生
し
た
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)以
後
明
治
十

一
年
(
一
八
七

八
)
一
六
歳
ま
で
の
間
に
居
住
地
は
少
な
く
と
も
次
の
三
か
所
は
移
転
し
た
。
(1
)

出
生
地
は
束
黒
門
小
路
に
あ
っ
た
黒
門
組
屋
敷
で
あ
る
。
(2
)
そ
の
後
明
治
七
年
(
一

六
七
四
、

一
一
歳
)
の
こ
ろ
に
は
、
名
古
屋
第

一
大
区
第
六
小
区
新
出
来
町
古
川
筋

一
丁
目
に
住
ん
で
い
た
。
(3
)明
治
十

一
年
に
は
、
新
出
来
町
二
丁
目

一
九
番
に
居

住
し
て
い
た

(3
)O

　

以
上
の
三
か
所
を
隔
て
る
距
離
を

「明
治
十
七
年
地
籍
図
」
か

ら
実
測
す
れ
ば

I
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
み
た
な
い
。
短
い
年
月
に
、
こ
の
よ
う
な
近

距
離
の
地
域
を
転
々
と
移
住
し
た
事
実
か
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
徳
永

家
の
生
活
の
激
変
し
た
状
況
が
推
測
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
の
考
察
は
後
記
す
る
。

三
か
所
を
移
住
し
て
後
、
明
治
十
七
年
(満
之
二
一
歳
)当
時
に
、
父
永
則
は
名
古

屋
第

一
大
区
第
七
小
区
南
鍛
治
屋
町
百
番
邸
に
居
住
し
て
い
る
(4
)O

-



も
同

一
場
所
を
指
す
と
判
断
で
き
る
。

(1
)
建
中
寺
東

　

組
屋
敷
I
徳
永
家
初
代
栄
蔵
が
没
し
た
文
化

一
三
年
六
月
五
日

以
前
か
ら
の
居
住
地
。

(2
)
建
中
寺
東

　

御
黒
門
組
屋
敷
-
二
代
徳
永
忠
右
衛
門
が
没
し
た
文
政
四
年

(
一
八
二

こ
五
月
二
六
日
の
居
住
地
。

(3
)
建
中
寺
東
組
-
三
代
徳
永
忠
左
衛
門
妻
(満
之
祖
母
)
が
没
し
た
嘉
永
五
年
九

月
二
九
日
の
居
住
地
。

右
例
の
建
中
東
寺
組
屋
敷
は
、
そ
の
地
域
に
位
置
す
る
組
屋
敷
の
総
称
で
あ
る
。

組
屋
敷
は
被
下
と
い
い
拝
領
と
い
わ
れ
る
が
、
官
舎
の
性
質
を
も
っ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
現
代
法
律
上
の
私
有
不
動
産
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
転
役
、
退
役
の
時

は
家
屋
敷
を
引
き
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

{5
}O

　

徳
永
家
が
転
役
、
退
役
し
て
引

き
払
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と
推
定
す
れ
ば
、

「建
中
寺
東

　

御
黒
門
組
屋
敷
」
に
引

き
続
い
て
住
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
満
之
が
出
生
し
た
文
久
三
年
に
も
同
組

屋
敷
に
居
住
し
た
と
推
断
で
き
る
。

黒
門
組
屋
敷
は
ニ
ノ
丸
御
黒
門
の
守
衛
に
当
た
っ
た
御
持
筒
粗
の
組
屋
敷
で
あ

る
。
文
久
二
年
分
限
帳
に
よ
る
と
、
御
持
筒
組
同
心
は

一
一
二
名
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
四
組
に
分
か
れ
た

(6
)O

　

東
黒
門
小
路

・
西
黒
門
小
路

・
南
黒
門
小
路

・
北
黒

門
小
路
と
い
う
地
名
は
そ
れ
ら
の
組
屋
敷
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
満
之
出
生
地
が
東
黒
門
小
路
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
杉
本
家
が
明
治
八
年
に
居

住
し
た
地
名
を
記
載
し
た

「尾
参
士
族
名
簿
」
7
)を
援
用
し
て
確
認
し
よ
う
。

「史
料
1
」

渋
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

第

一
大
区
六
小
区
東
黒
門
小
路
十

一
番
居
住

元
名
古
屋
藩
士
族

養
父
源
八
郎

永
世
禄
七
石
六
斗

　

士
族
杉
本
勘

一
郎

八
年

一
月
三
十
三
歳
二
ヶ
月

文
久
三
年
十
月
十
七
日
源
八
郎
死
去
跡
家
督
相
続

図 1　 文化年同一明治初年、 東黒門小路(徳永家居住地)の位置
(原図 「明治17年地籍図　 黒門町」 )

一
一
三

2
9

　

6



百

胴
レ

人

匹 ]

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

明
治
五
年
九
月

「愛
知
県
区
画
章
程
」
を
制
定
し
て
大
区
小
区
制
を
採
用
し
て
、

管
内
を
六
大
区
九
〇
小
区
に
区
分
し
た

{8
}o

　

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
に
は
杉
本
家

は

「大

一
大
区
六
小
区
東
黒
門
小
路
十

一
番
」
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
来

今
日
ま
で
同
家
は
同
地
に
存
続
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
居
住
地

「黒
門
町
71
」
に
あ

た
る
。
「黒
門
町
」
と
い
う
町
名
と
そ
の
区
域
の
範
囲
が
明
治
十

一
年

(
一
八
七
八
)

の
新
郡
区
編
制
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
時

(9
)x

　

「束
黒
門
小
路
」
は
黒
門
町
に
編

入
さ
れ
た
。

満
之
の
出
生
時
の
地
名
を
示
す
立
札
の

「黒
門
町
八
十

一
」
は
、

「明
治
十
七
年

地
籍
図

　

黒
門
町
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「八
十

一
番

　

宅
地
」
と

一
致
す
る
か
ら

出
生
地
は
そ
の
宅
地
に
比
定
で
き
る
。
徳
永
家
は
杉
本
家
に
隣
接
し
た
と
い
わ
れ
る

(杉
本
千
鶴
子
氏
談
)
か
ら
、
東
黒
門
小
路
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
地
は
杉
本
家

の
東
側
の
境
で
あ
る
狭
い
通
路
に
接
し
て
い
た
。

東
黒
門
小
路
は
巾
二
、
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
道
で
南
北
に
通
じ
て
お
り
自
動
車

の
通
行
も
む
ず
か
し
い
小
道
で
あ
る
。
そ
の
閑
静
な
路
上
に
立
つ
と
、
市
街
地
の
騒

音
と
全
く
隔
た
っ
た
落
ち
着
い
た
気
分
が
感
じ
ら
れ
る
。
組
屋
敷
時
代
の
雰
囲
気
を

な
ん
と
な
く
想
像
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
見
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ニ
メ
ー
ド
ル

弱
の
細
い
通
路
が
そ
の
小
路
と
東
西
に
交
差
し
て
い
る
。
そ
れ
は
多
分
、
各
々
の
組

屋
敷
の
境
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
黒
門
小
路
は
東
黒
門
小
路
の
西
方
を
南
北

に
走
る
、
巾
二
、
三
メ
ー
ト
ル
の
小
道
で
あ
る
。
東
黒
門
小
路

・
西
黒
門
小
路
の
そ

れ
ぞ
れ
を
挟
ん
だ
両
側
に
、
当
時
は
黒
門
組
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

建
中
寺
の
東
方
の
地
域

一
帯
の
大
部
分
は
、
藩
士
下
屋
敷
、
手
代
や
同
心
の
屋
敷

一

一

四∩ 汀 T¯

へ 図 2大黒門町図

建
中
寺

フ

で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
阿
部
小
路
、
百
人
組

・
東
黒
門
小
路

・
西
黒
門

小
路

・
木
曽
組

・
新
組
(北
新
組

・
南
新
組
)
・
持
筒
組
(黒
門
組
)
・
御
先
手
組
な
ど

の
地
名
が
そ
の
場
所
を
示
す
。
だ
か
ら
満
之
の
出
生
地
は
尾
張
藩
の
同
心
(足
軽
)な

ど
下
級
士
族
が
住
む
地
域

一
帯
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
尾
張
藩
で
は
寛
政
五

年
(
一
七
九
三
)
の
頃

一
般
に
足
軽
の
称
呼
が
同
心
に
改
め
ら
れ
、
元
の
同
心
が
与
力

と
改
め
ら
れ
た

(10
)か
ら
、
小
稿
で
は

「同
心
」
ま
た
は

「組
員
」
、

「同
心
屋
敷
」

ま
た
は

「組
屋
敷
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。

次
に

【図
2

　

黒
門
町
図
】

　

(
「名
古
屋
市
史
」
地
理
編
、
名
古
屋
市
役
所
、
大

田

自
然
院

教
順
寺

墓
ヤ
シ
キ

町

生
駒

ヤ
シ
キ



(2
)
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
一
〇
月
に
は
、
徳
永
家
は
初
代
栄
蔵
以
来
居
住
し
た

東
黒
門
小
路
か
ら
移
転
し
て
い
た
。
移
っ
た
先
は
、

「第

一
大
区
六
小
区
新
出
来
町

古
川
筋

一
丁
目

　

二
百
八
十
二
番

　

春
日
井
郡
大
曽
根
村
飛
地
畑
中
」
で
あ
る
。
ま

た
、

[史
料
2
]
に
よ
っ
て
そ
の
時
の
家
族
構
成
が
明
ら
か
に
な
る
。

本
史
料
は
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
一
〇
月
に
お
け
る
徳
永
家
の
戸
籍
に
関
す
る
記

録
で
あ
る
。
名
古
屋
県
で
明
治
五
年
に
壬
申
戸
籍
と
通
称
さ
れ
る
戸
籍
が
編
製
さ
れ

て
、
旧
来
の
華
族

・
士
族

・
平
民
な
ど
と
い
っ
た
族
籍
別
の
戸
籍
に
代
わ
っ
て
、
居

住
地
に
従
っ
て
編
成
し
よ
う
と
し
た
。

[史
料
2
]
は
壬
申
戸
籍
を
基
礎
と
し
て
作

成
さ
れ
た

「士
族
別
」
の
名
簿
で
あ
る
。

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
出
生
年
月
日
、
満
年
齢
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

正
五
年
)
を
掲
載
し
て
、
建
中
寺
東
方
の
主
な
組
屋
敷
の
配
置
を
示
そ
う
。

[図
2
]
は
明
治
十

一
年
黒
門
町
に
統
合
編
成
さ
れ
る
以
前
の
地
名
で
あ
る
。

(1
)
畑
中
は
徳
永
家
が
東
黒
門
小
路
か
ら
転
居
し
た
所
の
地
名

(
「史
料
2
」
参

照
)

(2
)
新
組
南
之
筋
(南
新
組
屋
敷
)
は
満
之
の
手
習
師
匠
渡
辺
圭

一
郎
宅
(私
塾
「不

怠
堂
」
)
が
あ
っ
た
地
名

(
〔史
料
3
〕
参
照
)。

(3
)
阿
部
小
路
は
阿
部
石
見
守
下
屋
敷
の
西
側
の
道
路
。

(4
)
木
曽
組
は
、木
曽
山
林
の
運
搬
に
従
事
し
た
錦
織
奉
行
の
同
心
屋
敷
で
あ
る
。

ら
大
い
に
参
考
に
な
る
(13
)。

黒
門
町
71
)
が
当
時
の
黒
門
組
屋
敷
の
遺
構
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
か

　　　

永
則
は
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
五
月
五
日
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
四
〇
歳
五
か
月
、

清
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
一
五

(ア
)
満
之
の
家
族
に
つ
い
て
。
’

[史
料
2
一
の
中
の

「永
則
」
に
関
す
る
貼
り
紙
と
欠
字
部
分
な
ど
を
補
う
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

士
族

先
代
忠
左
衛
門

　　

嘉
永
五
年
子
十
月
家
督

永
世
禄
七
石
六
斗

　　　　

旧
称
満
三
郎
改
栄
蔵
事

(イ
)
組
屋
敷
の
二
戸
あ
た
り
の
地
積

徳
永
家
の
屋
敷
の
広
さ
は
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
示
す
図
面
の
所
在
が
不

明
で
あ
る
か
ら
、
他
の
史
料
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
足
軽
屋
敷
は

「尾
州
御

定
書
」
に
は

「表
口
五
間
半

　

裏
弐
拾
間
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
道
代
を
加
え
る
と

一

一
四
坪
と
あ
る
。
ま
た
新
見
吉
治
氏
の
紹
介

I

に
よ
れ
ば
、

「尾
張
藩
新
屋
敷
割

渡
し
規
定
の
内
、
下
士
及
び
軽
輩
に
つ
い
て
は
、
(中
略
)御
足
軽

　

百
拾
四
坪
内
四

坪
は
道
代
(袋
小
路
の
中
央
の
道
路
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
地
積
の
同
心
屋
敷
の

例
を
挙
げ
る
と
、
後
藤
彦
左
衛
門
(鉄
泡
頭
)が
寛
文
八
年
(
一
六
六
八
)
に
拝
領
し
た

足
軽
十
人
分
屋
敷
の
地
積
は

一
一
四
〇
坪
で
{12
}X

　

一
戸
あ
た
り

一
一
四
坪
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
徳
永
家
宅
地
も

I
〇
〇
坪
前
後
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
建
物

は
当
時

一
般
的
で
あ
っ
た
萱
屋
で
あ
っ
た
ろ
う
。
前
記
の
杉
本
千
鶴
子
氏
邸
(東
区



同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

［
史
料
2
］

「
明
治
七
年
十
月
徳
永
永
別
士
族
別
簿
（
『
旧
名
古
屋
士
族
別
簿」
」
）

縦
お
・

2
×
横m
・

o
m

・か

二

夫
長

一
一

・六

母
「
た
起」
は
天
保一
四
年
三
月
二
五
日
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら＝
こ
歳
七
か
月
に
な

「
満
之
助」
（
満
之
の
幼
名）
の
誕
生
は
文
久
三
年（一
八
六
三）
六
月
二一
二
日
で

一
一
歳
四
か
月
に
な
る。
満
之
助
は
父
が
三
O
歳、
母
が
二
一
歳
の
年

あ
る
か
ら、

齢
の
年
に
誕
生
し
た
長
男
で
あ
る。
長
女
「
ゑ
つ」
は
元
治
元
年（一
八
六
四）
生
ま

れ
で、
満
之
助
と
は
年
子
で
あ
る。

「
ゑ
つ」
が
誕
生
し
た
の
で、
満
之
助
は
祖
母
「
ま
つ」
の
家
で
養
育
さ
れ
た
と

い
う
E。
崇
覚
寺
史
料
に
よ
る
と、

「
ま
つ」
は
満
之
助
の
祖
父
忠
左
衛
門
の
後

喪
で、
本
妻
の
「
も
よ」
は
嘉
永
二
年
自
死
し
た。
「
ま
つ」
は
東
黒
門
小
路
・
西

黒
門
小
路
の
す
ぐ
北
方
に
位
置
す
る
渡
辺
半
蔵
百
人
組
屋
敷
に
居
住
し
て
い
て、
そ

こ
で
没
し
た
5。
「
ま
つ」
が
慶
応
二
年（一
人
六
六）
に
死
去
し
た
時
は
満
之
が

四
歳
で
そ
れ
ま
で
祖
母
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
と
い
う
50

次
女
「
志
や
う」
が
明
治
二
年（一
八
六
九）
生
ま
れ
で
五
年
四
か
月、
次
男
金
之

助
が
明
治
七
年
の
生
ま
れ
で
五
か
月
の
赤
子
で
あ
る。
当
時
徳
永
家
は
子
供
四
人
の

六
人
家
族
で
あ
っ
た。
な
お
永
則
は
嘉
永
五
年（一
八
五
二）
一
O
月、
一
九
歳
で
先

代
忠
左
衛
門
か
ら
黒
門
組
同
心
の
家
督
を
相
続
し
て
そ
の
封
禄
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

が
判
る。

（
イ）
居
住
地
名
等
に
つ
い
て。

O
「
第一
大
区
六
小
区
新
出
来
町
古
川
筋
壱
丁
目」

戸
籍
法
の
施
行
に
よ
っ
て
明
治
七
年
に
は、

名
古
屋
と
熱
田
と
を
合
併
し
て
第一

大
区
と
し、
そ
れ
は
九
小
区
に
分
割
さ
れ
た。
そ
の
時
新
出
来
町
は
第一
大
区
六
小



区
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た

【図
2
】
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
町
名

も
す
べ
て
六
小
区
に
含
ま
れ
た

(17
)O

　

「新
出
釆
町
」
は
、
二
代
藩
主
光
友
の
死
後

の
元
禄
十
年
(
一
六
九
七
年
)
そ
の
別
邸
で
あ
っ
た
大
曽
根
下
屋
敷
の
う
ち
約

一
〇
町

歩
が
町
人
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
、
造
成
さ
れ
た
町
屋
敷
で
、
大
曽
根
町
屋
敷
と
呼
ん

だ
。

一
種
の
町
人
請
負
新
田
(町
人
が
請
け
負
っ
て
開
拓
し
た
新
田
で
あ
る
(18
)。
元

禄
七
年
(
一
六
九
五
)
に
大
曽
根
御
下
屋
敷
が
別
邸
と
し
て
建
設
さ
れ
た
時
に
、
そ
の

池
水
を
引
く
た
め
に
掘
削
し
た
川
筋
が
あ
っ
た
。猫
が
洞
池
(現
名
古
屋
市
千
種
区
)

に
発
し
松
元
池
を
経
て
御
下
屋
敷
の
池
に
至
っ
た
。
そ
の
川
筋
の
各
所
が
埋
立
て
ら

れ
た
の
で
そ
の
道
筋
を
古
川
筋
と
呼
ん
だ
。

O

「春
日
井
郡
大
曽
根
村
飛
地
畑
中
」

徳
永
家
の
居
宅
地
は
大
曽
根
村
の
飛
地
で
あ
る

「畑
中
」
に
あ
っ
た
。

「畑
中
」

は
開
墾
さ
れ
て
名
古
屋
新
田
の
畑
地
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
(
[図

2

　

黒
門
町
図
]
参
照
)
。
そ
の
地
は
満
之
が
通
っ
た
塾
で
あ
る
不
怠
堂
(渡
辺
圭

一

郎
宅
)
に
極
め
て
近
い
。
畑
中
に
接
す
る
浄
妙
寺
と
の
間
に
は
古
川
筋
(図
2
で
は
悪

水
落
)
が
あ
っ
た
。
現
況
か
ら
は
そ
の
痕
跡
を
た
ず
ね
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

「畑
中
」
は
現

　

東
区
豊
前
町
の
地
域
内
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

O

「水
崎
伊
助
和
屋
敷
借
宅
居
住
」

明
治
七
年
に
は
、
徳
永
家
は

「水
崎
伊
助
」
が
所
有
す
る
抽
屋
敷
を
借
り
て
住
ん

で
い
た
。
借
宅
で
あ
る
か
ら
地
子
を
水
崎
伊
助
に
納
入
し
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
水
崎
伊
助
が
そ
の
抽
屋
敷
の
私
有
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
徳
永
家
に
は
そ

れ
が
な
い
の
で
借
宅
し
た
の
で
あ
る
。

渋
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

黒
門
町
の
組
屋
敷
は
他
の
組
屋
敷
と
同
様
に
尾
張
藩
か
ら
の

「拝
借
地
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
土
地
は
明
治
五
年
九
月
の
通
達
に
よ
っ
て
、
坪
数
を
点
検
し
そ
の
地
券
金

高
は
此
隣
の
地
券
金
高
に
見
合
う
地
価
を
定
め
て
そ
の
地
券
を
渡
し
て
私
有
権
を
認

め
た
。
こ
の
地
券
に
記
載
さ
れ
た
金
高
を

「浩
券
金
、
又
は
浩
券
代
価
」
と
い
う
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
拝
借
人
に
低
価
で
払
い
下
げ
た

(19
)
O

　

黒
門
町
の
組
屋
敷
の
地

券
金
高

(
「詰
券
金
」
)
は

「旧
名
古
屋
士
族
別
簿
」
を
検
索
す
れ
ば
、

一
坪
0
.・
二

円
(二
〇
銭
)
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
払
い
下
げ
る
場
合
の
価
格
は
地
券
金
額

の
約
半
分
の
低
額
で
あ

っ
た
。

「史
料
2
」
に
は
、

「借
宅
居
住
」
と
記
さ
れ
、
そ
し
て
宅
地
の
私
有
権
を
保
証

す
る

「詰
券
金
」
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
文
化
年
間
以
来
黒
門
組
屋
敷
を
拝
借
し

て
い
た
徳
永
家
は

「組
屋
敷
を
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
引
き
払
っ
て
、
水
崎
伊

助
の
借
宅
に
移
転
し
た
と
推
断
で
き
る
。
そ
の
経
緯
や
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、

一
応
詰
券
価
格
の
半
分
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
の
支
払
い
に
足
る
経
済
力

が
徳
永
家
に
不
足
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
宅
地

・
屋
敷
の
私
有
権
の
有

無
に
関
し
て
は
、
次
掲
の
渡
辺
圭

一
郎
に
関
す
る
[史
料
3
]
と
対
照
す
れ
ば
、
は
っ

き
り
す
る
。

圭

一
郎
は
満
之
が
幼
少
時
に
学
ん
だ
不
怠
堂
の
当
主
で
あ
る
{20
}O

　

「第

一
大
区

六
小
区
新
組
小
路
南
之
筋
」
に
居
住
し
た
宅
地
は

I
〇
八
坪
、
詰
券
代
価
は
三
二
円

(坪
〇

・
二
九
円
)
で
あ
る
。
圭

一
郎
は
新
組
と
称
す
る
組
屋
敷
を
拝
借
し
て
い
た

が
、
そ
れ
を
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
で
私
有
権
を
持
つ
地
主
に
な
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、

渡
辺
圭

一
郎

・
杉
本
勘

一
郎
は
「明
治
十
七
年
地
籍
図

　

黒
門
町
」
に
「地
主
代
表
」

一
一
七



一
一
八

「半
町
を
相
隔
た
る
」
と
い
う
空
華
師
の
指
摘
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

諏
訪
氏
が

「徳
永
家
が
覚
音
寺
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
は
、
(満
之
が
)仏
門
に
入

る
機
縁
を
深
め
た
も
の
で
、
私
は
見
逃
し
て
な
ら
な
い
重
要
な
事
実
と
し
て
指
摘
し
『

て
み
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。』
と
強
調
し
た
。
こ
の
機
縁
は
、
満
之
が
覚
音
寺
の
衆

徒
と
し
て
得
度
(法
名
釈
賢
丁
)
、
三
月
東
本
願
寺
育
英
教
校
に
入
学
し
た
こ
と
に
表

れ
て
い
る
。

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

と
し
て
認
印
を
押
し
て
い
る
か
ら
黒
門
町
の
最
有
力
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。

(
エ
)
「丙
辰
組
」

明
治
七
年
四
月
に
は
、
小
区
に
は
戸
長
二
名
、
各
町
に
副
戸
長

一
名
、
五
戸
を

一

組
に
し
て
伍
長
を
置
い
た

(21
)o

　

徳
永
家
は
丙
辰
組
の
五
戸
の
内
の

一
戸
で
あ
っ
た
。

次
に
徳
永
家
は
前
記
の
新
出
来
町
古
川
筋
壱
丁
目
か
ら
新
出
来
町
二
丁
目
へ
移
転
す

る
こ
と
に
な
る
。

(3
)諏
訪
義
譲
氏
は
、
昭
和
三
五
年
(
一
九
六
〇
年
)
に
、
当
時
は
閲
覧
を
許
さ
れ

た
崇
覚
寺
蔵
の
過
去
帳
に
、

明
治
十

一
年
五
月
十
五
日

　

稚
心
童
子

　

第

一
区
新
出
来
町
二
丁
目
十
九
番
地

士
族

　

徳
永
永
則
次
男

　

五
年

一
ヶ
月

と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
同
年
に
は
そ
の
地
に
居
住
し
た
と
判
断
し
た

丑
)。

こ
の
年
は
満
之
が

一
五
歳

一
一
か
月
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
氏
は
、
覚
音
寺
住
職
小

川
空
華
師
の

「先
生
の
実
家
と
予
の
寺
と
は
半
町
を
相
隔
て
た
る
の
み
」
と
い
う
言

に
依

っ
て
そ
の
説
を
確
か
め
た
。

す
な
わ
ち

「新
出
来
町
二
丁
目
は
覚
音
寺
と
同
じ
町
名
で
あ
り
同
じ
町
目
あ
り
ま

す
か
ら
、

一
寸
不
審
に
思
い
な
が
ら
二
丁
目
の
十
九
番
地
を
探
っ
て
見
ま
し
た
と
こ

ろ
、
覚
音
寺
の
北
方
、
家
数
に
し
て
五
軒
ほ
ど
離
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
現
今

は
バ
ス
道
路
が
新
し
く
拡
め
ら
れ
た
北
側
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
空
華
師
が
半
町

を
隔
つ
る
の
み
と
称
せ
ら
る
る
の
が
了
解
で
き
ま
す
。」
と
。
そ
こ
で
筆
者
も

「明

治
十
七
年
地
籍
図

　

新
出
来
町
」
(愛
知
県
公
文
書
館
蔵
)
に
よ
っ
て
、
覚
音
寺
と
徳

永
家
の
所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
実
測
し
た
と
こ
ろ
約
五
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら

図3　 明治11年(1878) における徳永家居住地(19)
原図 「明治17年地籍図　 新出来町J 」　 し

注1 (19)は 『十九番地 宅地』 で徳永家居住地を表す。 I’
2 「宅地」 ・ 「畑」 はかならずしもー筆ごとには細分されていない。



[図
3
]
に
は
覚
音
寺
は

「新
出
来
町
二
丁
目
七
十

一
番

　

覚
音
寺
敷
地
」
と
あ

り
、
徳
永
家
居
住
地
に
比
定
さ
れ
る
所
は

「新
出
来
町
二
丁
目
十
九
番
地

　

宅
地
」

と
あ
る
。
過
去
帳
と
地
籍
図
の
地
名
が

一
致
し
た
こ
と
、
そ
し
て
空
華
師
の
指
摘
の

正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
の
で
、
諏
訪
氏
の
説
の
正
し
さ
が
立
証
で
き
た
。
地
籍
図
と

ほ
ぼ
同
年
に
作
成
さ
れ
た

「新
出
釆
町

　

地
籍
帳
」
に
よ
れ
ば
、

「十
九
番
地

　

宅

地
」
は

「
三
拾
七
坪
三
合
九
勺
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
付
近
の
宅
地
で
は
最
も

狭
小
で
あ
る
。
そ
の
北
側
に
は
約
四
八
〇
坪
の
畑
に
接
し
、
現

　

徳
川
園
へ
と
続
い

て
い
る
。
徳
永
家
の
位
置
は
覚
音
寺
の
東
側
の
道
路
を
北
進
し
て
名
古
屋
市
基
幹
バ

ス
の
通
路
と
交
差
す
る
地
点
の
北
西
の
角
で
、
現
、
喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン

　

ド
ル
ヒ
ン

が
占
め
る

一
画
の
一
部
に
含
ま
れ
る
。

ら
れ
た

(24
)
O

　

明
治
六
年
の
石
代
相
場
に
換
算
し
て
、
半
分
は
現
金
、
半
分
は
公
債

で
支
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
石
六
斗
は
旧
名
古
屋
士
族
の
七
一
丁

五
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
た
か
ら
、
過
半
の
士
族
の
家
禄
の
零
細
化
が
促
進
さ
れ
て
彼
ら
の
生
活

の
窮
乏
が
際
立
っ
て
き
た
。
七
石
六
斗
を
支
給
さ
れ
た
徳
永
家
も
同
様
で
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
。

明
治
八
年
の
秩
禄
処
分
に
よ
っ
て
金
禄
が
実
施
さ
れ
た
時
、
徳
永
家
は
七
石
六
斗

を

一
石
あ
た
り
五
円
二
二
銭

一
厘
二
毛
換
え
の
三
九
円
O
七
銭
で

一
四
か
年
分
の
五

五
五
円
の
公
債
証
書
を
受
け
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
利
七
分
で
あ
る
か
ら
、
利

息
は
わ
ず
か
三
八
円
八
五
銭
に
な
る
。
こ
の
利
息
は
九
年
か
ら
の
地
租
の
計
算
の
基

礎
と
な
っ
た

一
石
当
た
り
米
価
四
円
八
七
銭
で
換
算
す
れ
ば
、
わ
ず
か
米
八
石
程
度

で
あ
る
か
ら
、
公
債
利
子
の
み
で
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た

{25
}O

明
治

一
〇
年
か
ら
イ
ン
フ
レ
の
進
行
は
か
れ
ら
の
困
窮
を
深
刻
な
も
の
に
し
て
、
大

多
数
の
下
級
士
族
の
没
落
が
急
速
に
す
す
ん
だ
。
明
治

一
〇
年
名
古
屋
物
価
は
、
米

一
石
が
三
円
四
九
銭
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、

一
三
年
四
月
に
は
空
前
の
高
値

一
〇

円
五
八
銭
と
な
り
、

一
二
月
に
は

一
二
円
と
い
う
未
曾
有
の
現
象
と
な
っ
た

(26
)。

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
変
動
下
に
お
い
て
、

一
〇
石
未
満
の
下
級
士
族
は
他
の

方
法
に
よ
っ
て
生
活
費
を
獲
得
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
明
治

一
〇
年
こ
ろ
の
黒
門

町

・
新
出
来
町
周
辺
の
組
貝
の
中
の
二
七
名
の
職
業
を

「旧
名
古
屋
県
終
禄
身
別

簿
」
か
ら
任
意
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、
農
業
が

一
一
名
と
比
較
的
多
い
。
そ
れ

は
明
治
三
年
に
帰
田
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う

(27
)O
左
官
職

・
指
物

職

・
桶
職

・
麻
裏
草
履
職

・
箸
座
職
(箸
を
作
る
職
人
)
・
金
網
職

・
竹
箸
職
(た
け

一
一
九

明
治
四
年
(
一
八
七

一
)七
月

一
四
日
、廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
た
。
こ
の
日
を
も
っ

て
名
古
屋
藩
知
事
徳
川
慶
勝
、
同
権
知
事
松
平
義
生
は
職
を
免
ぜ
ら
れ
、
名
古
屋
藩

で
も
版
籍
奉
還
以
後
藩
政
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
藩
の
収
入
の
I
〇
分
の
一
が
藩
知

事
の
家
禄
と
さ
れ
、
残
り
の
I
〇
の
九
の
う
ち
か
ら
計
七
六

一
六
人
の
家
禄
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
石
未
満
が
全
体
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
お
り
、

こ
の
支
給
家
禄
の
削
減
が
順
次
す
す
め
ら
れ
た

{23
}O

徳
永
家
の
石
高
は
明
治
二
年
の
改
正
禄
に
よ
っ
て
お
そ
ら
く
二
二
俵
と
な
っ
た

が
、
明
治
六
年
の
家
禄
奉
還
制
度
の
制
定
に
よ
っ
て

「永
世
禄
七
石
六
斗
」
と
決
め

清
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

二

　

明
治
維
新
期
に
お
け
る
尾
張
藩
下
級
士
族
の
経
済
生
活



「史
料
3
」
明
治
七
年
十
月
渡
辺
圭

一
郎
士
族
別
簿

-

-

-

女

み
つ

― 廿 明
年 七 治
一 日六
月生 年

奘
酉
九

万　　 月

次
女

て

以

三 一 明
年 日治
八 生 四
月　 年

辛
未
-

一

月

長
女

り
う

六 廿 明
年 九 治
五 日’元
月生 年

戌
辰
五
月

当
県
士
族

鈴
木
清
光
妹

妻

き
ぬ

廿 一 弘
九 日化
年 生 二
八　 年
月　 乙

巳
一

一

月

随

に
圭
一

郎

星
川
育

宍

戸

奏

第
一

一 一

一

番 大
地　 区
居　 六
住　 小

区
新
組
小
路
南
之
筋

れ

一
二
〇

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

ば
し
し
ょ
く
、
竹
を
削
っ
て
箸
を
作
る
職
人
)
・
薬
種
刻
職

・
縫
職

・
元
結
職

・
飾

職
(金
属
で
、
か
ん
ざ
し
、
金
具
な
ど
細
か
い
装
飾
品
を
作
る
職
人
)な
ど
、
そ
し
て

商
菓
子
渡
世

・
雑
業
日
雇
渡
世
が
あ
る
。
農
家
の
女
は
副
業
と
し
て
糸
繰
り
を
し
た

が
、
低
い
手
間
賃
へ
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。

一
方
、
明
治
四
年
九
月
陸
軍

一
等

軍
曹
に
任
じ
ら
れ
た
者
、
明
治
七
年
警
視
庁
士
五
等
に
任
じ
ら
れ
た
者
な
ど
が
あ
っ

て
、
多
方
面
の
職
業
に
わ
た
っ
た
。

徳
永
家
に
つ
い
て
は
、
父
方
の
従
弟
大
井
清

一
氏
の
談
に
「
(父
永
則
は
)尾
張
瀋

の
士
族
だ
が
足
軽
の
頭
で
あ
っ
た
ら
し
い
。廃
藩
置
県
以
来
、清
沢
先
生
が
大
学
を
卒

業
さ
れ
る
ま
で
は
た
い
へ
ん
苦
し
い
生
活
を
さ
れ
て
、
新
出
来
町
か
ら
東
別
院
の
近

く
に
移
り
竹
駕
篭
で
お
茶
を
売
っ
て
あ
る
か
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
」
と
あ
る
(28
)O

「足
軽
の
頭
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
生
活
か
困
窮
し
て
い

た
の
で
、
茶
の
行
商
を
し
て
生
活
費
に
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
明
治
維
新
期
の
変
動
の
渦
中
に
お
い
て
、
下
級
士
族
の
生
活
の
急

変
が
著
し
く
、
経
済
生
活
が
困
窮
し
た
の
は

一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会

的

・
経
済
的
変
動
が
少
年
時
代
の
満
之
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
、
そ
れ
が
満

之
の
人
格
形
成
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
し
た
か
は
、
難
し
い
課
題
で
あ
る
が
見
過
ご

す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

心

裏
W

三

　

少
年
期
の
満
之
を
め
ぐ
る
人
々

(
ア
)
渡
辺
圭

一
郎

(二
六

・
二
×
二
〇

㎝
)

一

浩　 宅
券　 地
代
価　 百
三 八
十 坪
一

一

円

H
R
妙
寺

j
吉



る
。
ま
た
大
谷
派

一
九
世
門
主
乗
如
判
の
正
信
掲
な
ど
を
所
蔵
す
る
。
勘

一
郎
は
真

宗
の
篤
信
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
杉
本
千
鶴
子
氏
談
に
よ
れ
ば
満
之
の
時
代
に
は
覚

音
寺
の
檀
家
総
代
を
勤
め
た
と
い
う
か
ら
、
満
之
が
衆
徒
と
し
て
得
度
し
た
こ
と
な

ど
は
そ
の
感
化
に
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

満
之
が
書
い
た

「漫
録
」
と
い
う
日
記
の
巻
末
に

「就
学
履
歴
概
略
」
が
あ
る

(西

村
見
暁

「清
沢
満
之
先
生
」
(29
)に
、

「明
治
三
年
(八
才
、
満
年
齢
六
歳
六
か
月
、

初
午
に
は
寺
小
屋
入
り
を
し
た
)
二
月
初
午
の
節
よ
り
手
習
師
渡
辺
圭
蔵
(圭

一
郎
の

誤
り
)氏
に
付
専
ら
書
を
学
び
傍
ラ
読
書
ヲ
稽
古
ス
」
と
あ
る
。
渡
辺
圭

一
郎
は
号

を
清
泰
と
い
ヽ
、
鈴
木
重
遠
と
い
う
人
の
門
下
、
又
和
歌
を
よ
く
し
た
と
い
う
。
そ

の
塾
は
不
怠
堂
と
い
い
黒
門
町
に
あ
っ
た
。
日
蓮
宗
の
熱
心
怠
け
る
信
者
で
あ
っ
た

満
之
が
入
塾
し
た
明
治
三
年
に
は
、
不
怠
堂
は
「新
組
小
路
南
之
筋
」
に
あ
っ
た
。

新
組
は
尾
張
藩
同
心
屋
敷
で
、
南
之
筋
と
北
の
筋
の
小
路
の
両
側
に
並
ん
で
い
た
。

明
治

一
〇
年
に
共
に
黒
門
町
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。宅
地
面
積
は

I
〇
八
坪
で
、

そ
れ
は
同
心
屋
敷
の
平
均
的
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
建
物
は

I
〇
坪
で
萱
ぶ
き
で
あ
っ

た
。
入
塾
し
た
年
は
圭

一
郎
は
三
五
歳
で
、
妻
と
三
人
の
娘
の
五
人
家
族
で
あ
っ
た
。

菩
提
寺
は
す
ぐ
近
く
の
日
蓮
宗
情
妙
寺
(現
、
東
区
筒
井
町
4
-
39
)
で
あ
っ
た
。

ま

と

め

(イ
)杉
本
勘

一
郎

東
黒
門
小
路
時
代
の
徳
永
家
の
西
隣
に
杉
本
勘

一
郎
家
が
あ
っ
た
。
勘

一
郎
は
渡

辺
圭

一
郎
と
共
に
黒
門
町
地
主
総
代
と
し
て
、
「明
治
十
七
年
地
籍
図

　

黒
門
町
」

・

「明
治
十
八
年

　

地
籍
帳
」
に
認
印
を
押
し
た
。
同
家
に
は
伝
蓮
如
筆
と
い
わ
わ
る

(実
如
筆
と
推
定
)見
事
な
六
字
名
号
が
仏
壇
に
奉
懸
さ
れ
て
い
る
。
四
〇
×
一
七

㎝
の
小
幅
で
あ
る
。
由
緒
1　
に
よ
れ
ば
、
勘

一
良
は
こ
の
名
号
を
明
治
五
年
に
覚
音

寺
の
老
僧
が
隠
居
し
て
い
た
川
名
村
(現

　

昭
和
区
)
の
道
場
に
お
い
て
得
た
と
あ

清
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

(ア
)従
来
満
之
の
出
生
地
と
し
て
「黒
門
町
八
こ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、

そ
の
後
の
名
古
屋
に
お
け
る
移
住
地
に
つ
い
て
は
不
分
明
で
あ
っ
た
。
小
稿
で
は
、

徳
永
家
が
明
治
初
年
に
東
黒
門
小
路
の
組
屋
敷
か
ら
新
出
来
町

・
黒
門
町
の
他
の
二

か
所
の
居
住
地
を
転
じ
た
こ
と
を
立
証
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
居
住
地
間
の
距

離
は
両
町
に
ま
た
が
る

I
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
範
囲
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
少
年
時
代
の
満
之
の
日
常
的
の
生
活
空
間
の
範
囲
が
推
測
で
き
よ
う
。

明
治
初
年
の
同
心
(組
員
)
の
居
住
地
の
移
転
に
つ
い
て
、
新
見
吉
治
氏
は
第

一
大

区
六
小
区
辰
巳
町
西
組
小
路
を
例
に
挙
げ
て
、

一
四
戸
の
中
で

「私
の
記
憶
で
は
明

治
二
十
年
東
側
に
は
二
戸
、
西
側
に
は
四
戸
が
残
っ
て
あ
と
は
空
地
に
な
っ
て
い
た

の
み
、
変
遷
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。」
と
述
べ
、
そ
れ
は
組
屋
敷
を
売

っ

て
他
へ
移
っ
た
人
々
は
官
史
、
会
社
員
と
し
て
移
転
し
た
り
、
商
業
に
従
事
す
る
た

め
に
移
住
し
た
り
、
或
い
は
便
宜
上
他
組
屋
敷
を
購
っ
て
移
転
し
た
と
、
そ
の
多
様

な
移
転
に
つ
い
て
言
及
し
た

{31
}O

　

徳
永
家
が
短
期
間
に
、
し
か
も
狭
い
地
域
内
の

各
地
を
移
転
し
た
こ
と
も
、
そ
の
時
代
の
社
会
的
変
化
を
背
景
に
し
た
組
員
の
動
向

一
ニ

ー



茂
十
郎

良
八

忠
左
衛
門

栄
蔵

二
十
牡

忠
右
衛
門

　

-
忠
右
衛
門

初
代
栄
蔵

　　　　

(浄
和
)

(海
善
)

一

　

』

さ
と

　　　　　

ま
さ

(妙
嘉
)

　　　　

(妙
遊
)

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

の
中
の
一
形
態
で
あ
ろ
う
。

(イ
)浄
土
真
宗
の
教
え
が
少
年
時
代
の
満
之
に
ど
の

よ
う
に
影
響
し
た
か
が
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
暁

鳥

　

敏

『清
沢
先
生
小
伝
』
に

「母
上
に
は
お
め
に
か

か
ら
な
か
っ
た
が
、
先
生
の
令
妹
松
宮
鐘
子
様
よ
り
承

る
と
、
熱
心
な
真
宗
の
信
者
で
常
に
聞
法
に
つ
と
め
ら

れ
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
ぬ
、
わ
か
ら
ぬ
と
苦
に
し
て
を

ら
れ
た
さ
う
で
あ
る
。
先
生
の
信
心
は
、
こ
の
母
上
の

遺
さ
れ
た
形
見
の
や
う
に
お
も
は
れ
る
。」
i
)と
、
母

の
感
化
の
偉
大
さ
を
述
べ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
覚
音

寺
小
川
空
華
師

・
杉
本
勘

一
郎
氏
な
ど
満
之
に
接
し
て

影
響
力
を
及
ば
し
た
人
々
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。
次

ぎ
に
重
要
な
こ
と
は
、
当
時
の
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別

一
二

二

〔徳
永
家
系
図
〕

先
生
」
一
六
ペ
ー
ジ
)
。
表
―
は
そ
の
系
図
を
補
う
た
め
に
崇
覚
寺
史
料

・
前
掲
「史

料
2
」
を
活
用
し
て
作
成
し
た
。

崇
覚
寺
住
職
水
谷

　

巍
師
に
は
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
、
加
藤
英
俊
氏
に
は
尾
張
藩

下
級
士
族
に
つ
い
て
、
蟹
江
和
子
氏
に
は
愛
知
県
庁
文
書
の
調
査
に
つ
い
て
、
杉
本

千
鶴
子
氏
に
は
同
家
の
諸
法
宝
に
つ
い
て
懇
切
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に

謝
意
を
表
す
る
。

院
の
教
化
活
動
の
内
容
も
明
ら
か
に
し
て
、
尾
張
の
真
宗
門
徒
の
あ
り
よ
う
を
具
体

的
に
叙
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
が
少
年
時
代
の
満
之
に
直
接
的
、

間
接
的
に
大
き
な
感
化
を
与
え
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

付
記

　　

徳
永
家
系
図
に
つ
い
て

西
村
見
暁
氏
は
既
に
、
満
之
が
明
治
二
三
年
に
記
録
し
た

「病
床
左
録
」
の
終
り

に
記
さ
れ
て
い
る

「徳
永
家
五
代
間
系
図
」
を
示
し
て
い
る
。
(前
掲

「清
沢
満
之

(栄
林
)

一も
よ本

妻
、

(暁
丁
)

一ま

っ後
妻

(貞
松
)

純
仰
尼

(3)(2)(1)註

徳
永
家
第
四
代

「永
則
」
以
下
は
[史
料
2
]
に
よ
る
。

括
弧
内
は
法
名
。

女
性
の
名
前
に
つ
け
て
尊
敬

・
親
愛
の
気
持
ち
を
表

す
接
頭
語

「お
」
は
つ
け
て
な
い
。



注

誌
」
(二
〇
〇
四
年
、
光
専
寺

　

加
藤
祐
伸
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
)

　

に
載
っ
て
い
る
。

(14

・
16
)
こ
れ
に
つ
い
て
暁
鳥

　

敏
の
記
録
が
あ
る
(前
掲
―
書
、
二
〇
ペ
ー
ジ
)
。

(15
)
崇
覚
寺
史
料
。

慶
応
二
丙
寅
四
月
十
四
日

　

尼
貞
松

　

百
人
組

　

徳
永
栄
蔵
母

(17
)
前
掲
注
8
害
、
九

・
一
一
ペ
ー
ジ
。

(18
)
拙
稿

「大
曽
根
町
屋
敷
の
免
定
」

　

(
「も
り
や
ま
」
20
号
、
二
〇
〇

一
年
、
守
山
】

(1
)
西
村
見
暁

「清
沢
満
之
先
生
」
(法
蔵
館
、

一
九
五

一
年
)
二
二
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

(2
)
暁
鳥

　

敏
が

「清
沢
満
之
先
生
小
伝
」

　

(
「清
沢
満
之
先
生
の
文
と
人
」
前
掲
註
―

書
、
三
九

一
ペ
ー
ジ
)
に
、

「書
き
終
わ
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
先
生
の
伝
記
は
轡

け
な
い
の
だ
と
い
う
感
が
し
き
り
で
あ
る
。
門
弟
の
誰
彼
が
各
々
自
分
の
だ
と
い
う

先
生
を
書
い
た
後
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
大
先
生
の
多
面
的
の
全
伝
が
で
き
あ
が
れ

ば
よ
い
と
、
た
だ
そ
の
後
に
来
る
完
全
な
伝
記
の
一
材
料
と
し
て
こ
の
小
伝
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
く
。」
と
あ
る
。

(3
)
満
之
の
父
方
の
従
弟
大
井
清

一
氏
の
談
(前
掲
―
轡
、

一
九
ペ
ー
ジ
)
に
「
(父
永
則

氏
は
)
た
い
へ
ん
苦
し
い
生
活
を
さ
れ
て
、
新
出
来
町
か
ら
東
別
院
の
近
く
に
移
り

竹
龍
で
お
茶
を
売
っ
て
あ
る
か
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。」
と
あ
る
か
ら
、
新
出
来

町
か
ら
東
別
院
の
付
近
に
転
居
し
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

(4
)
「隠
居
家
督
相
続
届
」

　

(
「清
沢
満
之
全
集

　

第

一
巻
」
法
蔵
館
、
五
〇
七
ペ
ー
ジ
)

に
。

名
古
屋
区
南
鍛
治
丁
百
番
邸
同
居

士
族

　

徳
永
永
則

　

天
保
五
年
甲
午
五
月
五
日
生

徳
永
満
之

　

文
久
三
年
発
亥
六
月
廿
六
日
生
(下
略
)

(5
)
新
見
吉
治

「下
級
士
族
の
研
究
」
(
一
九
七
九
、
巌
南
堂
)
三
三
四
ペ
ー
ジ
。

(6
)
前
掲
5
轡
五
七
ペ
ー
ジ
。
ま
た

「旧
名
古
屋
県
終
身
禄
別
簿
」
に
、
東

・
西

・
南

・

北
の
黒
門
小
路
組
屋
敷
同
心
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(7
)
「尾
参
士
族
名
簿
」
○
○
0
2
-
11
。

(8
)
「新
修

　

名
古
屋
市
史
」
第
五
巻
(名
古
屋
市
、
二
〇
〇
〇
年
)九
ペ
ー
ジ
。

(9
)
黒
門
町
が
明
治
十

一
年
に
編
成
さ
れ
る
以
前
の
旧
町
名
は
、
西
黒
門
小
路
、
東
黒
門

小
路

・
阿
部
小
路
(阿
部
石
見
守
下
屋
敷
が
あ
っ
た
所
)
・
木
曽
小
路

・
新
組
小
路

・

大
曽
根
村
飛
地
畑
中
で
あ
る
。

(10
)
前
掲
注
5
1　
九
三
ペ
ー
ジ
。

[11
])
前
掲
注
5
1　
、
補
遺
七
五
ペ
ー
ジ
。

(12
)
青
木
忠
夫

・
原

　

昭
午

「名
古
屋
新
田

　

寛
文
御
用
留
」

　

(
「研
究
紀
要

　

東
邦
学

誌
」
23
巻
1
号

一
九
九
四
年
、
東
邦
学
園
短
期
大
学
)
一
五
五
ペ
ー
ジ
。

(13
)
「黒
門
町
杉
本

　

広
家
の
住
宅
と
家
屋
配
置
図
」
が
、
水
野
時
二

「古
井
村
の
変
遷

清
沢
満
之
の
少
年
時
代
に
関
す
る

一
考
察

一
二
三

(17
)
前
掲
注
8
書
、
九

・
一
一
ペ
ー
ジ
。

(18
)
拙
稿

「大
曽
根
町
屋
敷
の
免
定
」

　

(
「も
り
や
ま
」
20
号
、
二
〇
〇

一
年
、
守
山
郷

土
史
研
究
会
)六
ニ
ペ
ー
ジ
以
下
。

(19
)
前
掲
注
8
1　
、
三
ニ
ペ
ー
ジ
。

(20
)
前
掲
注
―
書
、
二
三
ペ
ー
ジ
に
、

「先
生
(満
之
)
八
歳
の
時
明
治
三
年
二
月
初
午
の

日
か
ら
、
手
習
師
匠
渡
辺
圭

一
郎
(圭
蔵
は
誤
)
に
つ
い
て
習
字
と
読
書
を
習
わ
れ

た
」
な
ど
と
記
し
て
あ
る
。

(21
)
前
掲
注
8
轡
、

一
ニ
ペ
ー
ジ
。

(22
)
諏
訪
義
譲

「名
古
屋
の
生
め
る
清
沢
満
之
」

　

(
「中
外
日
報
」

　

一
七
三
〇
八
号
、
昭

和
三
五
年

一
〇
月
三
〇
日
)。

(23
)
・
(24
)
前
掲
注
8
轡
、
三
六
ペ
ー
ジ
。

(25
)
前
掲
注
8
轡
、
三
ハ
ペ
ー
ジ
。

(26
)
「総
合
名
古
屋
市
年
表

　

明
治
編
」
一
九
六

一
、
名
古
屋
市
会
事
務
局

一
六
九
ペ
ー
ジ
。

(回

帰
田
届
の
一例
を
拳
げ
る
(小
塚
家
文
書
、
丹
羽
主
税
氏
写
)。

尾
張
国
愛
知
郡
名
古
屋
第

一
区
内
四
拾
八
番
居
住

士
族

　　　　

寺
尾
孫
十
郎

父

　

寺
尾
小
弥
太

　　

未
六
拾
八
歳

母

　　　

千
恵

　　　

未
六
拾
五
歳

(以
下
、
兄
弟
二

・
姉
妹
三

・
叔
父

・
叔
母
の
名
は
略
)

右
者
帰
田
願
之
上
当
国
愛
知
郡
石
仏
村
之
内
戌
新
田
江
全
戸
移
住
仕
候
間
、
此
段

相
届
申
上
候
、

明
治
四
年
辛
未
十
二
月
廿
七
日

　　　　　　　

寺
尾
孫
十
郎

第

一
区
戸
長

　

御
中

(28
)
前
掲
注
―
轡
、

一
九
ペ
ー
ジ
。

(29
)
・
(30
)
前
掲
注
―
、
二
二

・
二
三
ペ
ー
ジ
。

(31
)
前
掲
注
5
轡
、
三
三
七
ペ
ー
ジ
。

(32
)
前
掲
注
1
轡
、

一
九
ペ
ー
ジ
。




